
コミッショニングの有効性の広がり

コミッショニングは、米国ではLEEDの必須項目、日本では東京都等の自治体
が条例の中で評価項目に加えるなど、有効性が認知されてきています。

新建築物のコミッショニングとは

これを実現するために企画・設計・
施工機能性能確認という各フェーズ
を通して関係者にたいして助言と確
認を行うこと。

機能性試験と適正化の実施
要求性能の達成を確認

引き渡し後、機能性能確認フェーズ
で機能性能確認と適正化を行い要求
性能が達成されていることを検証す
ること。

既存建築物のコミッショニングとは

既存建築物のコミッショニングは、
新築建築物と少し異なります。多
くの場合、既存建物は建物の使わ
れた方が当初の設計与条件とは異
なっています。 （企画計画フェーズ）

（対策実施フェーズ）

（最終確認フェーズ）

そのため、既存建物のコミッ
ショニングでは、新築建物の
ように設計条件をそのまま当
てはめて環境性能やエネル
ギー性能の改善を目指すこと
は現実的ではありません。
そこで、既存建物のコミッ
ショニングでは右図のような
業務が実施されます。

場合により、性能改善のため
の調査・提案と調整・改修が
繰り返し行われることも既存
建物のコミッショニングの特
徴です。

新築建築物のコミッショニン
グとは、右図のような業務の
総体をいいます。

コミッショニングでは、特に、
要求性能を明文化することだ
けではなく、その要求性能を
どのように達成したかを記録
文書として残し、要求性能実
現の過程を関係者全員で共有
することが重要視されていま
す。
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